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芥Jn龍之介と上海における日本語新聞
一書簡に収蔵された新開切り抜きをめぐって一
ーはじめに
挑紅
1921年3月下旬から同年7月上旬にかけて、芥川龍之介は大阪毎日新聞社の海外
特派員として上海、南京、九江、漢口、長沙、治楊、北京、大向、天津を遍歴した。
大阪毎日新聞社に限らず、芥)11の中国旅行はE本の有力新開社から期待を寄せられ
ていた。例えば、 1919年7月13B付の『東京日日新開Jには、「芥川越之介氏本年
九月頃支那へ旅行べし」という記事が載せられている。関年7月27日付の wn寺事新
報Jの f文芸消患Jにも「芥川龍之介氏来春桃の咲くと頁支那漫遊に出発揚子江を説明
航する」といった記事が見出せる。 1921年3月2臼付の『読売新開Jには、 f芥J1 
龍之介氏 本月中旬出発 f大阪毎日』新聞社からの特派員として朝鮮及び支那視察
の途に就く j という記事が掲載されている。芥)1が中国への旅行に赴いた3月3113
付の『大阪毎自新開』には f支那印象記 芥)fI龍之介氏/新人の限に映じた新しき
支那/近日の紙上より掲載の筈」という見出しの記事が載っている。
しかし、このような日本国内の新聞報道よりも、芥川は上海で発行されていた日
本語新聞に惹かれた。例えば、養父の芥)1[道章に宛てた書簡にも、彼は自分の中毘
旅行に関する上海発行の自本語新聞の切り抜きを付したほどである。それでは、芥
)11が注意を払った自本語新開は、上海における彼の行動と発言をどのように報じ、
評価していたのか。これらの新聞記事は、芥)1/文学にどのような影響を与えたのだ
ろうか。こうした問題を追究するために、本論は上海における日本語新聞というマ
スメディアの内容を念頭におきつつ、芥)11の書簡に収録された新発見の上海の日本
語新開の切り抜きの内容を調査し、芥}Iの上海体験に関する新しい事実について考
察を進めていきたい。
二、上海における日本語新聞
まず、上海で発行された日本語新聞について確認してみたい。中国においては、
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図 1 ・ 19 1 9年上海地図(鉄道院編『朝鮮満洲支那案内~ (1919年)による)
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1842年のアへン戦争による南京条約締結の前後から、民衆へ向けて情報を伝える
という近代的な新聞・雑誌が作られるようになった。南京条約によって開港した上
海は、近代化が推進され、モダンな国際都市を形成していったと同時に、近代中国
の新聞の中心地として、多くの国の注目を集めるようになった。
中国で日本人が初めて出した出版物は、 1882年7月に三井物産の援助によって、
上海商同会が発行した『上海商業雑報』である。創刊の「あいさつ」で「此雑報ハ
清国各地ノ商況物産上ニ関スルー切ノ事ヲ論記スルモノト錐モ、専ラ我国人ヲシテ
広ク清国ノ各情ヲ詳カニセシムルヲ主義トスルモノナレバ、 JI頃次ニ清国ノ政治・文
学・各地ノ風土人情ヲモ之ヲ登記スルモノトスj と書いてある。ここからわかるよ
うに、『上海商業雑報』は中国の経済状況調査と中国紹介を兼ねた雑誌であった。
なおこの雑誌は1883年10月発行の第11号をもって廃刊となった。
1894年2月2日の『自由新聞』に、「上海におけるこ新聞の発行」と題する記事
がある。この記事は上海で発行した日系新聞紙に関する最初の記述と考えられてお
り、その内容は次の通りである。
上海は従来一千前後の居留邦人を有するに係らず、未だ新聞の発免なく、数
年前「上海新報」あり、一昨年「上海時報Jあり、皆僅に一ヶ年を経て廃刊し、
久しく居留人の遺憾とする所なりしが、今度更に「上海週報Jと云へるを本港
乍浦路共同活版所より発刊したり。該報は名の如く毎週発刊にして。重に貿易
上に関する事項を採録し、序を逐ふて紙面を拡張し、日清貿易の木鐸たるを期
する由。又上海虹口西東本願寺別院に於て、今度「{弗門日報j と題する新聞を
発行せり。主筆は院主佐野民社吾氏にして、初刊千部を印刷して広く清国各地に
配布し、専ら支翌日人を済度する自的なる由。(傍線は引用者、以下関様。)
ここで言及された『上海新報』とは、上海で印刷業を営んでいた松野平三郎が三
井物産の援助を得て、 1890年6月5日に、在留日本人に向けて発刊した週刊紙であ
り、同年12月の日清貿易研究所の学生騒動に巻き込まれて廃刊することになった。
その後、『上海新報』という名で日本人の経営した新聞は二つあるが、長続きせず
に廃刊された。その一つは1897年に大東新利洋行の職員であった宮坂九郎が創刊
した中層語の週刊紙であり、数刊にして経営難で廃刊された。もう一つは上海総領
事小田切万寿之助の勧めによって、 1903年12月26日に杉尾勝三が創刊し、竹川藤
太郎が編集した週刊紙である。翌年3月1日発行の11号をもって 『上海日報』と改
題して69号まで刊行されたが、東亜同文会の井手三郎に買取られ、同年7月l日か
ら日刊紙となった。主筆には元済々畿舎監の島回数雄が就任した。 1929年11月15
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日に、波田博が五万円で買い受けた。 1930年になると発行部数が三千部で、四頁
だてであったが、後に朝刊八頁、夕刊四頁だてとなる。日中戦争で社屋が全焼した
が、藤山愛一郎、津田信吾らの援助を得て復刊し、 1938年まで刊行された。『上海
日報』は「上海最古の邦字紙として読者の信頼を博しJ1て「中央支那に於ける言
論界の一大勢力J2となった。
『上海時報』とは、日本人青年会が1892年に月二回で刊行したものであるが、資
金難で一年足らずで廃刊となった。さらにここに書かれた『上海週報』は、後述す
る宗方小太郎らの春申社が大正期に創刊した f上海週報』とは異なったものである
が、『自由新聞』の記事内容の的は、詳しいことはまだ不明である。
この記事で報じられた『悌門日報』の主筆である「佐野員IJ吾氏Jに関しては、中
下正治と周佳栄の考察によって、東本願寺上海別院の院主ではなく、輪番心得の
「佐野郎J沼j であることが明らかになっているに『沸門日報』は、中国人に仏教を
紹介するために創刊された中国語の新聞であり、続刊年代は判明していないが、ヨ
清戦争が勃発した直後に魔子りされたと思われる。
1896年4Fl13E1W読売新聞』には、次のような f上海の邦字新開」という記事
がある。
清国上海米租界乍浦路百八十九号より「上海時事Jと題する日本字新開を刊
行し、去月二十七日第一号を発免したり。発行の趣冨は、馬関条約の結果靖国
は新に四港を慌き、日清貿易の事将来益;織んならんとするを以て、本邦貿易業
者に上海商界の形勢を知らしめんと云ふに在りとぞ。
1895年4月、「朝鮮半島j の権益をめぐる日清戦争が終わり、日中両国は下関で
f馬関条約j を結んだ。この条約により、中国は台湾、彰湖列島、遼東半島の害Ij譲
のみならず、膨大な戦争賠償金を日本に支払った。日本は欧米列強と同じように、
中国での「最恵国待遇j を得て、列強の対外開放された都市への産接投資が認めら
れたのである。との記事によると、上海における日本の貿易業のために、 1896年
3月27臼に日本語新聞『上海時事』が創刊されたとのことである。この新聞に関し
ては、ほかの文献資料が見付からないため詳細は一切不明であるが、上記の r自由
新聞』で言及された『上海週報Jの一年後に、間じく上海の乍浦路で発行された貿
易関連の新聞であることから、『上海時事』と『上海遇報Jとの間には何らかの関
連があると推測される。
清末から1911年の辛亥革命にかけて、日本人が中国で創刊した新聞・雑誌は三
Oを超えるが、その約半数は中母語で発行された、いわゆる漢字新聞である。例え
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ば、 F農学報Jl(半月刊のち旬刊、 1897年5丹258"'1906年l月)、 f亜東時報Jl (丹
刊のち半月刊、 1898年6月25日'"'-'1900年4月288)、『五洲時事正報Jl (半月刊、
1899年9月58に創刊、停flj時期は不明)、 F同文櫨報Jl (日刊、 1900年2丹38に創
刊。 1908年2月に外務省からの補助金打ち切りとともに、時広総督の端方に譲渡
され、 F渥報』と改名され続刊された)などがある。
1910年代に入ると、上海における日本人経営の新聞は大きな発展を遂げた。そ
の中で最も注巨される日本語新開は、 F週報上海』、『上海日 E新開』、『東方通信』、
そして『上海経済日報Jである。
f週報上海』は1913年2丹11日に、宗方小太郎、島田数雄、佐原篤介、波多博、
神尾茂、鄭孝膏、西本省三が春申社を創立した際に創刊したものである。佐原が代
表者となったが、実際は西本が主宰した。佐原が1926年に上海を引き揚げ、奉天
の『盛京時報』社長となったため、西本が代表者になった。 1928年5月に、西本
の死によって三村某があとをついで、 f上海週報』と変更し、ついで山田儀四郎が
継承して f上海半月刊雑誌』と改題した。
『上海日日新聞』は1914年10月18に宮地貫道が乍浦路で創刊した日干りであり、
「支那政局裏面及び経済事曜の報道等に名を博したJ4と評された。 1916年に発行
部数が1300部になり、後に3500部になった。その後、 1926年10月に印刷工のス
トライキの影響で打撃を蒙り、発行部数が激減した。 1937年10FJ 1日に『上海B
報Jは『上海毎日新開』と統合することによって停刊し、『大陸新報Jに統合され
た。
『東方通信』は f上海日 E新聞』と向じく、 1914年10月18に発行された母子IJ紙
である。 1914年7月に第一次世界大戦が勃発するとともに、中国人の日本への悪
感情を挑発していた上海のドイツの新開宣伝に対抗するために、駐上海総領事有吉
明と宗方小太郎が相談し、外務省直轄通信社として東方通信社を創設した。この
『東方通信Jは自本語版だけでなく、中国語版と英語版も刊行していた。創設事務
のみならず、創刊後、波田博が事実上の経営者として、宮地貫道 (W上海呂 iヨ新聞Jl)
や鷲沢与四二(ii'時事新報Jl)の協力で経営した。さらに北京のii'JI罷天時報jJ5、奉
天の『盛京時報Jl6、漢口の f漢口日報Jl7、揺チfiの『間報Jl8と通信交換の契約を
結び、各地に支社と通信員を置いた。 1920年8月l日に本社を上海から東京に移し
て、規模を拡大し、 1926年5月l自に「国際通信社j と一緒に「日本新開聯合社j
を作り、後に「同盟通信社Jへと発展した。
『上海経済新開』は1918年11月に深町作次郎が創刊した自刊紙であり、中国に
おける「経済事情の紹介と上海一般商況に加ふるに世界経済商況の迅速なる報道に
専ら力を傾注J9し、「断然他に抜んで hゐたJ10と賞賛された。 1920年資本金三
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万ドルの株式組織に改め、 1924年に五万ドルに増資して、同年11月『上海毎日新
聞』と改題した。
1920年代以降に上海で創刊された日本語新聞には、『上海持論』、『経済丹報』と
f上海満鉄調査資料』がある。 f上海時論』は1926年に創刊された月刊紙であり、
その前身は1917年に発刊された『上海と E本人』である。『経済月報』は1927年l
月に上海日本工商会議所によって創刊され、その会員だけでなく、官庁及び関係団
体に配布されていた。『上海満鉄調査資料』は上海、南京、武漢などの各地の政治、
経済情報を収集するために、 1927年9月に満鉄会社調査部によって出版された不
定期の日本語紙であり、 1930年に廃刊した。
1930年代になると、軍の指導により、各地における E本人経営の新聞が統合さ
れたが、上海における日本語新聞も同じ運命をたどった。前述したように、巴中戦
争の拡大とともに、 1938年12月31Bに「上海三邦字紙Jとしての『上海B報L
f上海日日新聞』と『上海毎日新開Jが新聞統合により停刊し、翌年l月1日創刊の
『大陸新報』に統合された。『大陸新報』は華中におけるE本の国策新開であり、海
軍、陸軍、外務三省と興亜院の後援で創刊された。この新聞は1941年12月25日か
ら施行された「新開事業令j により発行部数が大幅に増え、さらに1943年2月に
戦時体制により『上海毎日新聞』を合併し、上海における唯一の司本語新聞となっ
て、発行部数が四万部に達した。日中戦争後、中国政府に接収された。
以上のように、 1940年代までの上海における自本語新聞の発展を概観すると、
日本入居盤民によって刊行された多くの日本語新聞と雑誌が、上海における自本入
居留民社会の歴史的特性を究明するために有用で不可欠な資料であることがわか
る。それは、これらの日本語新聞と雑誌は極く少数の中国人に読まれてはいたが、
その殆どはただ日本人を対象として発行されていたためである。
三、芥J1審鯖に収蔵された上海の新間切り抜き
芥)1の草稿、書簡、!日蔵書、ノート、作品の掲載誌及びその切り抜きは、遺族、
友人、関係者の寄贈によって散逸を免れて、主に司本近代文学館、山梨近代文学館、
藤沢市図書館に所蔵され、整理、公開されている。その中で、本論が取り上げた上
海の新開切り抜きは、中国旅行の前後に送られた書簡とともに日本近代文学館に収
蔵されている。以下では、これらの新聞切り抜きは、資料としてどのような価値を
持ちえるのかについて考察していきたい。
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(ー ) 3月25日付けの書簡について一一軍閥暗殺事件と上海の芸者
1921年3月19日に芥川は東京駅発の夜行列車に乗
って、中国への旅に赴いた。 39度の高熱のため、旅
程を変更せざるをえなくなり、大阪で途中下車して
大阪毎日新聞社近くの北川旅館で静養することにな
った。 3月25日付で養父の道章宛の書簡で、病気の
ことを伝えながら、「五伸」のと ころに 「同封の新
聞は上海の新聞に候小生の写真あれば送り候Jと書
き入れ、新聞切り抜きを同封で送った。この新聞切
り抜きで芥川の写真の横に、「今回支那漫遊を思ひ
立ち来湛の報ある新進作家芥川龍之助氏Jという表
題が掲載されている。芥川はかつて自分の名を「竜
之介Jと表記していたことがあったが、芥川家、府
立三中、一高 ・東大の名簿類で 「助Jとなっている。
芥川は「龍之助Jと誤記されるのを非常に嫌がった
とされるが、この記事では「芥)1龍之助Jと記され
ても不快感を示してはいなかった。上海旅行が現地
の新聞によって掲載、報道されたことに対する芥川
の喜びを窺うこともできるだろう。
この新聞切り抜きには新聞名と日付が残されてい
ないが、その裏には18日の株相場の状況が報じられ
ていることから、それが1921年3月18日の新聞であ
ると推測できる。では、この新聞切り抜きを掲載し
たのは一体どの新聞だろうか。前節で述べた上海に
おける日本語新聞の歴史から考えてみると、この新
聞切り抜きは当時発行されていた 『上海日報』、『上
海日日新聞』、『上海経済日報』か、或いは『週報上
海』のいずれかではないだろうか。
図2:1921年3月19日養父
道f，'i宛の諮問に同封された
新聞切り抜
図3:図2の新聞切り抜きの
裏
芥川が上海で章伺麟を訪れた際には、『週報上海』の主筆西本省三が通訳を担当
した。西本省三について、 『上海海記』の「十一 章嫡麟Jで芥川は次のように記
している。
氏の論旨を知ったり、時時は氏に生意気な質問なぞも発したりしたのは、悉
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週報「上海j の主筆西本省三のおかげである。西本氏は私の隣の椅子に、ちゃ
んと胸を反らせた憶、と、んな面倒な議論になっても、親切に通訳を勤めてくれ
た。(殊に当時は週報「上海j の締切日が追ってゐたのだから、私は愈氏の御
苦労に感謝せざるを得ないのである) 11 (33-----34頁)
芥川と親交があった西本は、主催した週報『上海Jで芥川の上海旅行をどのよう
に報道したのだろうか。神戸大学の社会科学系図書館と海港都市研究センターに、
1913年から1935年にかけて長期間に渡り発行された週報 f上海』が数多く保存さ
れている。 1921年の週報『上海』の資料に関して調査を行ったところ、 4月4日の
「公人私人」には「芥川龍之助氏(作家才九日来濯」、 5月23日の「公人私人j
には「芥川龍之介氏 十八日湖江」という記述があるが、芥川の書簡に収録された
新聞切り抜きと全く異なったものであり、そのほかに芥川に関する記事がないこと
が判明した。
従って、この新開切り抜きが当時刊行されていた『上海臼報』、『上海日日新開』、
『上海経済日報』から取ったものである可能性がある。戦前、上海で発行された日
本語著作・新聞・雑誌などは主に自本国会図書館、東洋文庫、東京大学総合図書館、
及び中国北京国家図書館、上海図書館、上海市楢案館に所蔵されている。上記の図
書館に問い合わせ、現地調査を行ってみたが、残念なことに、現在収蔵された日本
語新聞では芥川が中国に滞在した1921年のものは欠号であり、保存されていない
ようである。
この新聞切り抜きにおいて注目すべきなのは、同紙で報道されている貴州軍関で
ある王文華の暗殺事件である。芥J1の顔写真の上方には「王伯群」という大文字が
ある。王伯群は1885年に生まれ、 1905年に日本に留学、中央大学政治経済科を卒
業した。二歳年下の弟の王文華と共に孫文の中華革命党に加入した。 1920年11月
に王文華は貴州でクーデターを起こし、当時貴州軍指導者である劉顕世を下野に追
い込んだが、首謀者として糾弾されることを恐れ、貴州に戻らなかった。そこで、
孫文支持派の有力軍人である虚煎を代理の貴州軍総司令として推し、自分は暫く上
海を拠点に王伯群と一緒に孫文を支援する活動をしながら、時期を見て貴州に戻ろ
うとした。 1921年3月16日に上海の料理屋「一品香j で、王文華は北京政府への
接近姿勢を見せていた有力部下である裳祖銘の刺客に暗殺された。
王文華の暗殺事件は、中国旅行に出発する直前の事件として芥)1に深い印象を残
した。芥川は上海に到着した後に、日本人経営の中国語新聞『神州日報』の編集者
である余淘氏の案内で、酒楼「小有天j に多くの芸者を宴会に呼び寄せたことを
「上海海記」の「十六 南国の美人(中)J で描いている。次の一節を見てみよう。
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その一人の溶蛾と云ふのは、貴州の省長王文華と結婚するばかりになってゐ
た所、王が暗殺された為に、今でも芸者をしてゐると云ふ、甚薄命な美人だっ
た。これは黒い紋椴子に、匂の好い白麓花を挿んだきり、全然何も着飾ってゐ
ない。その年よりも地味ななりが、涼しい瞳の持ち主だけに、如何にも清楚な
感じを与へた。 (47頁)
王文華は暗殺された当時、貴州軍の総司令であったが、資ナliの省長ではなかった。
彼はクーデターの後、若手の軍人に省長の職に推薦されたが、劉顕1立の甥でありな
がらクーデターを発起したため糾弾されることを恐れ、結局省長にならなかった。
彼が上海で殺された後、虚実警は五月に勲軍総E号令兼賞作1の省長に任命され、同年の
年末に兄の王位群は孫文によって貴州の省長と任命された。従って、ことで「員:1'li
の省長Jと書いたのは明らかに芥川の誤記であると考えられる。
芥)1の包を引いた洛蛾という芸者は、当時上海の有力新開『申報』の1921年3
月24日の紙面に f花界欝賑間関曾紀」という記事で上海の名妓と言われた林黛玉
とともに、名前を挙げ.られた実在の人物である。中国旅行中の「手l援Jには「洛蛾。
貴州省長王文筆暗殺。黒衣臼龍。 Diamondの指輪j という記述がある。「上海併記」
では f手帳j の rDiamondの指輪」の部分を「全然何も着飾ってゐないj と書き
換えるが、「黒い紋鍛子j、「匂の好い白額花j、「涼しい!瞳j、「清楚な感じJといっ
た芥J1の好んだ言葉を通して、この f甚薄命な美人」は見事に描き出されている。
芥J!Iは「手帳j で洛蛾と玉文華の暗殺事件との関連を暗示しているが、「上海潜
記Jで洛織と主文華との結婚関係を一層明確に書いている。果たして洛蛾が王文華
と結婚したかどうかは、現在資料がないため、まだ明確に断定することはできない。
だが、 3月25日付の書簡に向封された新聞切り抜きでは、「午後に至り二夫人(王
の第二夫人)は一品番に主人を迎へに行って来いと云はれたるより自動車を持って」
と記されている。 1921年3月18日の『申報』の記事と照らし合わせて見ると、そ
れが王文華の運転手の証言であることがわかる。王文華が次男であったため、運転
手は彼のことを f二老爺j と呼び、彼の妻を「二夫人j と呼んでいたが、上海のE
本語新聞は f第二夫人Jと間違っていた。にもかかわらず、芥川はこの新聞で掲載
された王文華の「第二夫人j のことを洛蛾と考え、「上海辞記j で彼女を王文華の
結婚相手として描いたと考えられるだろう。
(ニ 5月6B付と6月14日付の番簡について
一一新聞切り抜き「文壇の寵児芥川龍之助氏と語る〈一)"'(三)J
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1921年3月30日の午後、芥1を乗せた筑後丸が上海港に到着した時から、芥Jr[
の上海遍涯は始まったわけであるが、彼は上陸後に体調を崩してしまったため、 4
月1日に自本人経営の里見医院に乾性肋膜炎で急速入続することとなった。
入院生活を強いられた芥川は、 4月24日付道章宛の書簡で f一時は上海にて死ぬ
事かと大いに心細く相成j と不安な心情を表しながら、友人の西村貞吉、ジョオン
ズを含め、「知らざる人もいろいろ見舞に来てくれ、病室なぞは花だらけj になっ
たことを語った。さらに、「立又上海の新聞なぞは事件少き故小生の病気の事を毎
日のやうに掲載致し候為井JrI君のお兄さんには『まるで天皇陛下の御病気のやうで
すな』とひやかされJと自負している。
そして、 5月6日道章宛の書簡で rJjIJ封は上海の新開切抜です僕の事が三日続き
で出るなぞは恐縮の外ありませんj と再び上海の新聞に言及していた。しかし、日
本近代文学館に収蔵されたこの書簡には、同封で送ったはずの「上海の新聞切抜j
が見当たらず、従来遺失したと見なされていた。
2008年8月に、筆者はB本近代文学館で資料を調査したところ、 6丹14日付(消
印21日)で北京の扶桑舘より芥j[[道章宛ての書簡に呂がとまり、「文壇の寵児芥}1 
龍之助氏と語る(ー)"'(三)J と題した三枚の新開切り抜きを発見した。これらの
新開切り抜きは病院で芥川と記者との会見・談話を記録した記事であり、よい状態
で保存されているにもかかわらず、従来の芥J1研究では注目されることがなかった
ものである。
まず下記のような6月14日付の書簡を見てみよう。
拝啓 北京着山本にあひました唯今支那各地動乱の兆あり余り愚図々々して
ゐると、 i帰れなくなる倶あれば北京見物すませ次第(大同府の石仏寺まで行き)
謹に山東へ出で済南、泰山、曲阜、見物の上、青島より海路帰京の筈、満洲朝
鮮方面は一切今度は立ち寄らぬ事としましたその為旅程は予期の三分の二位に
しかなりませぬが、やむを得ぬ事とあきらめます今度の旅(漢口より北京まで)
は至って運よく、宜昌行きを見合せると宜昌に掠奪起り、漢口を立てば武昌
(漢口の川向う)に大暴動起り(その為に王占元は部下千二百名を銃殺したと
云ふ一件)すべて騒動が僕の後へ後へとまはってゐますこれが前へ前へまはっ
たら、どんな自にあったかわかりません体はその後ひき続き壮健この頃は支那
の夏服を着て歩いてゐます支那の夏目授はすっかり揃って二十八円故、安上りで
便利ですしかも洋服より余程涼しい北京は昼暑くても夜は涼しい所です六月末
か遅くも七月初には帰れますからそれが楽しみです。山東は殆呂本故、済南へ
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行けばもう帰ったやうなものです。漢口よりの本届きましたかあれは運賃荷造
り費共先払ひ故よろしく願ひますまだ北京でも本を買ひます叔母さんにさう云
って下さい袋はとうとう使はずじまひです。南京虫に食はるのなぞは当り前の
事になってしまひました。僕が東京へl帰る日は前以て電報を打って故皆うちに
ゐられたし伯母さんもその日は芝へ行かずにゐられたし芝と云へば弟は真面目
に商売をやってゐますか 以上
長い引用であるが、芥川は、この書簡に中国各地の動乱を書き留めながら、北京
での生活の様子を報告している。しかし、注意しなければならないのは、との書簡
では上海の新聞切り抜きどころか、上海という地名に関して全く言及されていない
点である。さらに、中国に滞在した期間の芥川書簡を調べたところ、彼が中国各地
より日本に荷物を送る際に、必ず書簡でその荷物の詳細を説明しておいたことが明
らかになった。したがって、三枚の新聞切り抜きはこの書簡に同封されてはいなか
ったことになる。
前節で論じた3月25日付の書簡に入れた新聞切り抜きと同じように、 三枚の新聞
切り抜きの新聞名と発行日を特定することはできない。しかし、 三枚の裏には上海
の地名が出ており、「謹告 神イ弗易断家来るJという出だしで上海虹口宵浦路の朝
日旅館内にある占い屋の広告が掲載されている。さらに、その広告の「大正十年新
四月十七日ヨリ向フ三十日迄」という箇所と併せてみると、これらが1921年4月
30日までの聞に発行された上海の新聞切り抜きであったことが判明する。すると、
三枚の新聞切り抜きは、前述の五月六日付道章宛の書簡に同封で送られた「上海の
新聞切抜」である可能性が非常に高いと考えられる。
では、三枚の新聞切り抜きがどのような内容の記事なのかについて、以下に示し
たいと思う。
まず、「文壇の寵児芥川龍之助氏と語る(ー )J
において、「上海では芥川さんが全快され次第講
演会をお願ひして大に新進文壇の空気を味はう
と夫々準備してJ、「また漢口でも文妻同好会が
主催で一つ何かやって頂かうし幹部の者は別に
二三人で支那料理でも囲んで急所を挟らうと意
気込んでゐます」という記者の話を通して、「文
壇の寵児J となった芥川|に対して、中国各地の
日本人団体は大いに期待を抱いたことがわかる。
それに対して、「咽喉には痛々しそうに渉むやう
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図4: r文壇の寵児芥川龍之介
氏と語る(ー) ~ (三)Jを掲
載した新聞切り抜きの裏広告
な綿帯が軟く巻かれ」た芥)1は、「三十六度ーすあった位Jの熱、「感冒よりも心臓
神経とかいふ病気j で、講演会の依頼を断った。そして、 f京漢線は兵変の為不通
だといふし津浦錨道は済南辺りの柿ペスト漫延」で、芥JfIは上海を拠点に、「南京、
漢口に落付きそれから減って長沙、宣昌までど打止め漢口に引返して汽車で河南に
入り鄭州、格競からずっと西安の欝都を訪れる」という最初の旅程を変更せざるを
えなかった。
また、 f文壇の寵児芥m龍之助氏と語る(ー)Jにおいて、芥)1は記者に「南京に
は可成清朝の昔を倍、ふに足る蓄践が見られ」、「最近では谷崎君 o筒一部)も出掛け
て行ってい〉材料と印象とを携へて」帰ったと語り、旅行地の中で南京の旅行をか
なり楽しみにしていたことがわかる。谷崎は1918年10月から12月にかけて、朝鮮、
中国を漫遊した。第一回の中国旅行から帰国後、南京を題材とした作品には「秦堆
の夜J(W中外』、『新小説』、 1919年2丹"-'3月)、「南京夫子廟」がある。芥)1は
「南京の基督J(W中央公論』、 1920年4丹1日)で「本篤を草するに当り、谷崎潤一
郎氏作 f秦准の一夜Jに負ふ所砂からず。前記して感謝の意を表すJと記し、『支
那潜記』で屡々谷崎及びその中国題材の作品を引き合いに出して、谷崎から受けた
影響を自ら指摘していた。この「文壇の寵児芥JI龍之助氏と語る(ー)Jを通して、
芥)1がライバルの谷崎の中国旅行に棺当な注意を払ったことが鏡えよう。
芥)1と記者の談話は、「長江上流の景色や気候や健康上のこと河南の土産や政治
的の紛争等jに及んだが、記者はこれらの談話内容に全く触れず、結局「文壇の噂」
に重点を霞いていた。「文壇の寵児芥)1/龍之助氏と語る(二)J では、記者は八月の
上海、漢口など中国各地で行う予定の日本文人の講習会・講演会を、 f殺風景な上
始終物質慾にのみ躍離してゐる海外生活に一脈の模ひを粛すことjと期待を抱いた。
それに対して、芥)1はあまり興味を示さずに、中国旅行の前に大阪の中央公会堂で
菊池寛、宇野浩二と共に出席した講演会に対して、 f併し全体僕等なんかから何を
聴かうといふのが可笑しくなることがありす。別に得る所もなさそうですがね元来
僕はあ込いふ所に立って話するのも又聞くのも嫌な方で(中路)詰らないものが流
行し出したものですj と不満を漏らした。さらに記者が「貴方のお作は繰り拝見し
ませんが『秋2だけは強い感興を以て讃まれました。(中略)それから州知と…
一.Jと言ったら、芥)1は「一寸にっこりしたが物足らなさそうであったJ。記者が
言及した「鴫」というのは、芥)11が同年1月1日の『中央公論』に発表した小説
「山鴫j の誤りである。興味深いことに、 f上海瀞記 十九 日本人j で似たような
場面が描かれている。
私はさう云ふ奥さん達と、小説や戯曲の話をした。すると或奥さんが、かう
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私に話しかけた。
「今月中央公論に御出しになった「穏Jと云ふ小説は、大へん面白うござい
ました。j
「し3え、あれは悪作です。J
私は謙遜な返事をしながら、「穂Jの作者宇野浩二に、との問答を聞かせて
やりたいと思った。 (57頁)
上海の日本婦人倶楽部の「或奥さんJは、 1921年4丹l日発行の『中央公論』に
掲載された宇野浩二の「鵠j を芥)1の作品と誤解した。それは「璃Jの後ろに芥)[1
龍之介の「奇遇Jが掲載されているためである。「文壇の寵児Jとなった芥川は各
種の団体から講演を依頼されながらも、自分の作品を間違われた失望を漏らしてい
た。
「文壇の寵児芥川龍之助氏と語る(三)Jでは、芥川は「高等官といふお役人にな
って他の教官連と同じやうな規則や特権の下に動作するのが苦しいj と横須賀の海
軍機関学校を辞職した理由を説明し、同僚の豊島興志雄、倉田百三、山宮允の名に
言及した。特に記者に「大阪朝日の榔津建さんは御存じありませんか」と関かれた
際に、芥川は f知ってゐます共科は異つでも始終往来してゐます。今朝日から特派
されて巴里在ますが何うも記者間の受けが悪くて非道く排斥されたゃうです」と返
答しているように、相当詳しく知っていたようである。「柳津建Jというのは柳沢
健のことを指していると思われる。
柳沢健(189'"'-'1953)は詩人、外交官、評論家であり、一高で芥)1の入学した
年の文芸部委員であったが、二人の直接の交際はなかったとされている。芥)1は、
1914年4月の『新思潮』に「散文では山宮氏の『詩歌の象徴』と柳沢氏の『バッ
ハマン論』とが、興味を惹いたjと述べ、また「柳沢氏は次号にセザアル・フランク
を紹介するさうであるが、バッハマンに試みたよりも、更に自由な、実に主観の勝っ
た紹介であって欲しいと思ふJと記している。このように、芥川は柳沢健と山富允
に「早くからヨーロッパ現代芸術に敏感な触角を向けている身近な先輩としてJ12、
非常に関心を持っていた。
柳沢健が大阪朝B新聞社によってパリに派遣され、他の記者に「非道く排斥され
たj ことは芥JIに強い刺激を与えただろう。前述の4月24日付道章宛の書簡だけで
なく、芥)11は上海で各方面から手厚く接待されたことを「上海瀞記五 病院j で
次のように記している。
幸ひ上海には、社の村田君や友往君の外にも、ジヨオンズや西村貞吉のやう
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な、学生時代の友人があった。さうしてこれらの友人知己は、忙しい体にも関
らず、始終私を見舞ってくれた。しかも作家とか何とか云ふ、多少の虚名を負
ってゐたおかげに、時時未知の御客からも、花だの果物だのを頂戴した。(中
略)いや、さう云ふ御見舞物を辱くしたばかりぢゃない。始は未知の御客だ、っ
た中にも、何時か互に遠慮のない友達づき合ひをする諸君が、二人も三人も出
来るやうになった。俳人四十起君もその一人である。石黒政吉君もその一人で
ある。上海東方通信社の波多博君もその一人である。(17頁)
以上のように f文壇の寵児芥)1龍之助氏と語る(ー)"-' (三)Jの内容を見ると、
f文壌の寵児j となった芥川及び彼の中国旅行が、中国における日本人団体から注
目を浴びたことは明白である。上海に着陸した直後に病気で身体的にも精神的にも
苦しんでいたにもかかわらず、芥川は中国の社会情勢などに始終大いに関心を注い
でいたことが明らかになった。
四結び
1842年の開港以来、外国列強の進出に伴って、上海は「東洋のパリJと呼ばれ
るほど華やかな近代都市として急激に発展してきた。 1920年代になると、商業、
交通、金融の影響を受け、上海における新聞、雑誌といったマスメディアも大きな
発展を遂げた。その中、日本人は近代中国のメディアの最前線としての上海で多く
の日本語新聞・雑誌を刊行した。しかし、上海における臼本居留民社会を知る上で、
最も重要な情報源である現地発行の日本語新聞、雑誌については、戦後の混乱など
の影響でその殆どが散逸した。
芥)1の上海旅行については、これまで数多くの研究がなされてきたが、明らかに
されていない側面も少なからず残されている。本論は芥川書簡から発見された新聞
切り抜きの検討によって、芥川の上海体験に関する新しい事実を考証してきた。上
海における日本語新聞は、彼の行動を詳しく報道し、大いに期待を寄せていた。特
に 「文壇の寵児芥川龍之助氏と語る(ー) "-' (三)J を通して、上海到着の後に入
院生活を余儀なくされた芥川の様子を垣間見ることができる。芥川が健歳上の不安
を持ちながらも、中国旅行を中止する意思を表わさなかったことから判断すると、
彼が中国旅行に対して相当期待を抱いて重視していたこともよりいっそう明らかに
なる。
さらに、本稿で考察してきたように、芥川が上海の日本語新聞記事から刺激を受
け、上海体験の一環として「上海潜記」に生かしていたことは解明された。新開名
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と発行日が未だに不明のため、本穏で取り上げた新聞切り抜きからは断片的な情報
しか得られないが、それでも1920年代の上海の光景が浮かび上がってくる。これ
らは、芥)1文学の研究のみならず、上海における日本語新開の最重な研究史料とし
て、今後より多くの讃査と考察を進めていく必要があると考えられる。
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